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ク
ロ

す

る

。

一

タ

ロ

ザ

キ

ガ

ハ

黒

崎

川

鹿

島

郡

黒

崎

に

於

い

ク
ロ
ク
マ

9
キ
ジ
ン
ジ
ヤ
畔
分
堰
紳
枇

4
ア
一
て
富
山
協
同
に
注
ぐ
小
読
で
あ
る
。

ゼ
ク
マ
リ
牛
ジ

y
ジ

ヤ

昨

分

堰

紳

枇

。

一

ク

ロ

ジ

黒

地

4
ク
ロ
ウ
ヂ
黒
氏
。

ク
ロ
サ
カ
キ
チ
ザ
Z
モ
ン
黒
坂
吉
左
衛
門
渡
↑
ク
ロ
シ
マ
黒
島
臨
時
郡
能
菅
島
な
る
曲
の
北

遊
左
衛
門
の
子
。
そ
の
母
は
朝
食
氏
の
家
老
島
町
坂
備
一
方
海
上
の
段
。

中
の
女
で
あ
っ
た
か
ら
、
吉
左
衛
門
は
改
め
て
そ
の
一
ク
ロ
シ
マ
黒
島
な
鳳
奈
川
柿
櫛
芝
山
に
屈

氏
を
目
し
た
o
足
鞭
顕
・
組
外
粂
御
歩
裁
古
川
・
御
馬
抱
一
す
る
部
w
m
o
能
官
名
跡
志
に
、
『
黒
島
村
は
、
相
畑
地
村

関
に
任
じ
、
千
五
一
円
布
を
焚
け
、
高
治
元
年
波
。
一
よ
り
往
来
に
て
一
塁
宇
ぁ
。
。
公
領
な
り
。
よ
き
村

タ
ロ
ザ
カ
ヤ
マ
黒
坂
山
河
北
部
前
水
に
在
る
。
一
也
。
番
匠
屋
な
ど
L

て
館
持
あ
り
。
御
預
腕
に
て
繁

授
肘
の
謝
醤
に
、
消
水
村
持
山
の
内
に
黒
坂
山
が
あ
一
目
な
。
。
』
と
あ
る
。

っ
て
、
背
.b・
赤
.
討
を
切
出
す
。
戸
室
山
約
き
で
あ
一
タ
ロ
シ
マ
ガ
ハ
霧
島
川

4
ハ
ッ
カ
ガ
ハ

λ

る
か
ら
こ
れ
を
も
戸
室
石
と
稿
へ
る
と
あ
る
。
一
ケ
川
。

ク
ロ
サ
キ
黒
崎
江
沼
榔
の
中
に
幽
す
る
部
-
タ
ロ
シ
マ
ハ
ツ
ケ
イ
黒
島
八
景
鳳
京
都
黒
島

都
0

・
源
平
蛾
袋
記
磁
永
二
年
五
月
二
日
中
躍
の
加
到
一
附
抵
の
八
勝
を
教
へ
た
も
の
で
、
認
松
夜
雨
・
中
山

岡
ヘ
攻
入
っ
た
傑
に
、
『
先
陣
安
宅
に
つ
け
ば
後
陣
は
↑
務
主
・
神
島
蹴
帆
・
長
山
晴
嵐
・
若
宮
秋
沼
・
高
島
務

黒
崎
・
橋
政
云
々
ま
で
列
り
た
り
o』
と
い
ふ
も
の
こ
一
脈
・
雌
遜
タ
照
・
高
野
関
節
で
あ
り
1

文
化
九
年
六
周

れ
で
あ
る
o
笈
鵡
紀
附
に
、
黒
崎
筒
か
ら
栂
武
領
に
一
獅
子
町
批
判
井
の
持
が
あ
る
。

か
け
て
海
部
に
松
林
が
あ
り
、
そ
の
内
に
終
尿
ま
一
ク
ロ
ス
ギ
盟
関
杉
羽
咋
郡
鵜
野
屋
の
内
の
小
字
。

た
は
首
塚
と
襟
す
る
怪
.
ゐ
の
あ
る
こ
と
を
記
し
て
あ
一
ク
ロ
ス
ギ
累
杉
関
東
部
七
滞
在
に
邸
す
る
部

る
0

・

十

一

柄

。

大

制

作

内

記

所

蔵

永

徳

二

年

二

周

十

八

日

の

文

書

タ
ロ
サ
キ
黒
崎
鹿
島
郡
大
呑
一
郷
に
臨
す
る
鵠
一
共
の
他
に
、
能
菅
川
聞
大
津
村
内
黒
杉
分
と
あ
る
か
ら
、

務
。
能
管
誌
に
、
こ
の
村
に
諏
訪
問
抑
が
あ
。
、
そ
一
元
来
大
搾
の
校
村
で
あ
っ
た
と
見
え
る
o
明
治
申
に

の
裏
献
に
黒
岩
と
い
ふ
大
石
あ
る
が
般
に
名
づ
け
た
一
至
。
、
新
保
・
上
・
殺
座
・
抽
出
・
小
町
と
共
に
合
併
し

と
い
ひ
、
文
火
打
石
の
名
石
が
あ
っ
て
今
は
御
留
山
一
て
上
山
と
稽
し
た
。

に

成

っ

て

ゐ

る

と

も

記

す

る

。

一

ク

ロ

ス

ヤ

マ

黒

須

山

鳳

京

都

下

仁

行

部

務

の

タ
ロ
サ
キ
黒
崎
鳳
京
榔
巾
の
内
の
小
字
。
一
東
方
に
在
る
山
。
尚
さ
二
三
八
米
。
地
質
第
三
紀
厨
。

タ
ロ
サ
キ
黒
崎
鳳
京
都
剣
地
の
部
訴
か
ら
商
一
タ
ロ
セ
黒
瀬
江
沼
郡
山
中
谷
に
麗
す
る
部
帯
。

南

方

に

諮

る

岬

。

一

江

泊

志

稿

に

、

こ

の

村

領

に

城

恕

・

的

揚

と

い

ふ

地

ク
ロ
ザ
キ
黒
崎
珠
洲
榔
泌
総
に
在
る
。
能
程
一
告
の
あ
る
の
は
黒
潮
描
部
治
の
民
地
で
、
提
遊
屋
敷

誌
に
、
『
此
馬
絞
村
黒
崎
と
い
ふ
宮
森
に
深
き
穴
あ
一
と
い
ふ
の
は
黒
瀬
健
道
の
民
地
で
あ
る
と
記
し
て

。
。
石
を
務
せ
ば
共
脅
俄
槌
閥
ゆ
れ
ど
‘
後
に
は
幽
一
ゐ
る
。

に
な
り
て
知
れ
ず
。
金
輪
際
よ

0
つ
ど
き
た
る
穴
な
一

り
と
い
へ
り
o
』

と

記

す

る

。

一

タタ
ロロ
セセ

手議
暴-z:.;・

種市
民都

番目
はて

芸塩
田す
郡る
の
部
邑曹・
名古

で
、
一
向
一
授
の
締
黒
潮
刷
新
兵
衛
魔
遣
の
住
地
で
あ

る
。
提
遣
の
子
に
左
廷
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
黒
瀬
藤

兵
衛
・
黒
搬
阻
鏡
・
黒
期
五
郎
左
衛
門
・
黒
潮
左
京
・
黒

潮
鵠
部
允
・
黒
瀬
兵
庫
等
の
名
あ
る
も
の
は
、
皆
出

自
を
同
じ
〈
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。
天
文
日
記
に
、

江
沼
郡
黒
瀬
堂
と
見
え
る
も
の
は
、
亦
彼
等
黒
瀬
一

族
の
建
立
し
た
坊
舎
で
あ
ら
う
。

ク
ロ
セ
カ
タ
ド
ウ
黒
潮
魔
道
初
名
新
兵
衛
、

剃
髪
の
後
魔
道
と
稽
し
た
。
北
陸
七
闘
志
に
大
坊
主

黒
潮
の
窓
教
と
あ
る
も
之
に
同
じ
か
ら
う
。
一
向
一

授
の
締
で
、
江
沼
郡
黒
潮
村
に
鹿
住
し
た
が
、
天
正

八
年
柴
田
勝
政
が
能
美
・
江
沼
の
賊
将
を
越
前
丸

悶
に
欺
き
招
い
た
昨
・
提
遭
は
出
奔
し
た
。
そ
の
子
に

左
近
政
義
が
あ
っ
た
が
、
同
年
能
美
郡
で
戦
死
し
た
。

左
近
の
子
庄
左
衛
門
は
越
前
に
脆
L
、
奥
間
四
郎
左

衛
門
の
震
に
撫
育
せ
ら
れ
た
が
、
後
加
賀
滞
に
来
。
、

富
田
治
部
左
衛
門
に
仕
ヘ
セ
、
子
探
黒
瀬
氏
を
稽
へ

て
ゐ
た
。

タ
ロ
セ
カ
モ
ン

f
ス
ケ
黒
潮
揚
部
党
弘
治
允

年
朝
食
宗
摘
加
州
土
蛾
討
伐
の
時
、
掃
部
尤
は
江
沼

郡
南
郷
に
墜
を
構
へ
て
ゐ
た
が
、
戦
利
な
〈
、
僅
か

に
身
を
以
て
山
中
に
却
い
た
と
あ
る
。

タ
ロ
セ
ヤ
プ
ツ
セ
ン
黒
溺
屋
俄
仙
小
松
の
俳

人
。
初
按
山
叩
、
剃
髪
し
て
錦
仙
と
い
ひ
、
腕
尽
を

北
海
坊
・
十
方
庵
と
講
し
、
後
に
左
蹄
の
後
を
受
け

て
子
日
庵
二
代
を
裂
い
だ
。
寛
政
二
年
六
周
十
一
日

夜
、
事
年
七
十
。
秋
祭
・
都
の
冬
・
芳
野
の
花
・
初
秋

等
の
著
が
あ
る
。

タ
ロ
ゾ
メ
諮
染
加
越
能
銘
記
に
金
棒
名
物
の

う
ち
に
邸
側
染
を
皐
げ
て
、
そ
の
註
に
、
『
下
凶
=
橡
皮

染
-
洗
不
v
索
』
と
あ
る
。
一
一
般
に
慾
法
染
と
い
は
れ

た
も
の
L
こ
と
で
あ
ら
う
。

ク
ロ
ダ
黒
田
石
川
郡
大
野
庄
に
鹿
す
る
部
帯
。

J
I
-
-
Lト

r

二
七
二

タ
ロ
タ
キ
ジ
ヨ
ウ
累
溜
械
味
洲
郡
川
尻
に
あ

っ
た
。
越
菅
賀
三
州
志
故
境
考
に
、
『
正
院
郷
川
尻
村

領
域
跡
。
海
遊
往
溢
平
砂
の
地
を
織
れ
、
商
北
方
の

山
上
方
百
二
一
一
一
十
閥
抗
則
の
所
あ
り
。
古
城
の
治
朕
明

か
な
ら
ず
。
』
と
あ
る
。

タ
ロ
タ
キ
チ
ョ
ウ
黒
・
溜
長
J
チ
ョ
ウ
カ
ヂ
ツ

ラ
長
祭
辿
。

タ
ロ
タ
キ
ヤ
マ
黒
海
山
河
北
部
留
王
山
の
北

方
に
在
る
山
0
・
海
銀
七
二
一
米
。
地
質
石
英
和
而
容
。

タ
ロ
ダ
・
タ
Z

モ
ン
黒
田
九
右
衛
門
大
塑
寺
務

の
御
作
事
大
工
で
あ
っ
た
が
、
寛
政
七
年
越
前
縞
弁

に
歪
む
て
梅
街
流
飽
術
を
朝
日
ひ
‘
文
政
八
年
平
足
搬

に
取
立
て
ら
れ
‘
安
政
六
年
飽
術
師
範
役
に
踏
み
、

後
御
従
班
に
斑

L
、
鹿
邸
二
年
八
十
八
践
を
以
て
夜

し
た
。クロ
ダ
ジ
ロ
ザ
Z
モ
ン
黒
田
次
郎
左
衛
門
今

枝
民
部
の
家
老
。
機
二
一
白
石
。
事
保
十
三
年
同
役
多

和
田
庄
左
衛
門
の
子
捕
四
郎
に
U
A
殺
せ
ら
れ
て
家
断

絶

L
た。

タ
ロ
ダ
タ
ノ
モ
黒
田
額
母
前
倒
利
常
が
小
松

ザ
シ
ダ
・
-

隠
接
の
頃
は
、
近
在
一
一
一
谷
に
士
郎
が
あ
り
、
秋
に
は

蹄
な
ど
が
行
は
れ
た
。
箆
永
十
九
年
七
用
小
狩
黒
凶

額
母
も
、
黒
鈴
子
に
紅
袈
の
頭
巾
を
被
っ
て
踊
っ
て

ゐ
た
が
、
禅
問
玄
替
の
小
々
純
一
・
一
人
と
的
略
に
な
り
、

一
人
を
印
死
せ

L
め
、
一
人
は
質
的
防
の
後
死
に
、
額

母
も
傷
つ
い
た
が
、
後
に
抽
出
放
せ
ら
れ
た
o
是
を
三

谷
喧
嘩
と
い
ふ
と
三
議
聞
書
に
記
さ
れ
る
。
し
か
し

黒
田
額
母
同
緒
憾
に
よ
れ
ば
、
観
母
は
漣
践
を
巾
付

け
ら
れ
、
サ
一
一
一
年
の
後
小
蝿
不
入
の
訴
訟
に
よ
っ
て
、

寛
文
五
年
先
知
二
百
石
を
賜
は
っ
た
と
あ
る
。

ク
ロ
ダ
ド
ウ
セ
ツ
黒
国
道
筋
元
利
元
年
前
間

利
常
に
仕
へ
て
二
百
石
を
受
け
、
一
一
一
年
麗
し
た
。
子

宇
右
衛
門
高
道
以
後
天
野
氏
を
稽
ず
る
。，t・
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